
日 本 の 四 季 や 風 情 を ポ ッ プ に 表 現 す る 京 都 の テ キ ス タ イ ル ブ ラ ンド「SOU・SO                         
U」（代表取締役：若林剛之）が、４月中旬から通算 15 万枚を売り上げた手ぬぐいマスクに続き、
江戸時代から 200 年の歴史をもつ日本の伝統織物「高島縮（ちぢみ）」を使った布製マスクをオ
ンラインにて予約販売開始。滋賀県高島市で生産される「高島縮（ちぢみ）」は、シボの凸凹が肌
との密着を防ぎ、吸汗性や放湿性にも優れているため「体感温度はマイナス２℃」と言われる素
材。昔から肌着や パジャマ、ステテコなどに用いられ、親しまれてきた、日本の夏の強い味方。
マスクが手放せない 2020 年の夏に向けて、肌心地さらっと涼感たっぷり、安心安全に身につけ
られる「高島縮（ちぢみ）」の布製マスクをお届けします。

日本の夏を知り尽くす国産素材「高島縮（ちぢみ）」で肌心地さらっと涼感！
京都のテキスタイルブランド「SOU・SOU」が夏向けマスクを販売開始

＜プレスリリース＞
取材先各位

2020 年 6 月 5 日
SOU・SOU

外布内布共に、高島縮（綿 100％）を用いたテキスタイルマスク　各￥528（税込）

縄梯子（なわばしご） SO-SU-U 昆 薄墨色 ささやき

SO-SU-U 淡桃色 SO-SU-U 濃紺 SO-SU-U 濡羽色



高解像度画像リンク：https://drive.google.com/open?id=1tCNcB83S_w_FFHH9UkXNBaVZKdmbsbhy

商品ページ URL：https://www.sousou.co.jp/?mode=cate&cbid=306909&csid=59&no=0

日本の四季や風情をポップに表現したテキスタイルデザインを製作する京都のブランド。
『新しい日本文化の創造』をコンセプトに、伝統的な素材や技法を積極的に用いなが
らも、現代のライフスタイルに寄り添うものづくりを展開。地下足袋や和服、和菓子
や家具など、多岐にわたるアイテムを製作・販売。また、様々な分野の企業とのコラ
ボレーションによって、日本のテキスタイルデザインの可能性を広げている。

お問い合わせ先 | 
電話：075-229-6751（代表）／ mail：press@sousou.co.jp ／ URL：https://sousou.co.jp

 〒604-8042 京都市中京区中之町 565-72 P91ビル 3F

◆◆滋賀県高島市で織る◆◆
高島縮（ちぢみ）は、江戸時代から肌着用の生地として重
宝され、現在まで滋賀県高島市にて日本人の肌と向き合
いながら作り続けられている日本独自の伝統的綿織物。
布 面 の 凸 凹 が 肌 と の 密 着 を 防 ぎ、さ ら っ と し た つ け 心
地。吸 汗 性・速 乾 性・通 気 性・吸 湿 性・放 湿 性 に 優 れ て
いる機能素材です。SOU・SOU では、坂尾織物謹製の高
島縮（ちぢみ）を使用しています。

「体感温度マイナス 2℃」日本の伝統織物、高島縮（ちぢみ）

◆◆京都の染工場で染める◆◆
SOU・SOU のテキスタイルは、すべて京都の着物文化
を 支 え て き た 染 工 場 に よ る 手 捺 染（て な せ ん）、別 名、
京型友禅。型の合わせ具合、重ね合わせによる色の表現
など、熟練した職人技を要します。
※SOU・SOU の生地には、規制対象の有害物質（24 種
類の特定芳香族アミン）を生成するアゾ染料を使用して
おりません）


